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作物名：ぶどう（８月下旬）

８月下旬に実施した巡回調査（津軽地域６か所、県南地域５か所）の結果を
お知らせします。津軽地域（スチューベン）ではべと病が、県南地域（キャン
ベル・アーリー）では、褐斑病及び晩腐病の発生が平年より多い状況です。
発病葉や発病果房は適正に処分をしましょう。

１ べと病
津軽地域では、果房の発病は確認されなかったが、新梢の発病葉率及び発病度は平年より高か

った。

巡回調査におけるべと病（葉）の発生状況（品種：スチューベン）

注）1 発生程度：甚 発病葉率51％以上、多 同31～50％、中 同11～30％、少 同10％以下
2 調査方法：新梢10本について、基部葉から連続10葉における発病葉数を発病程度別に調査

巡回調査におけるべと病（果房）の発生状況（品種：スチューベン）

注）1 発生程度：甚 発病果房率51％以上、多 同31～50％、中 同11～30％、少 同10％以下
2 調査方法：100果房における顆粒の発病を発病程度別に調査

２ 褐斑病
県南地域における新梢の発病葉率及び発病度は平年より高かった。

巡回調査における褐斑病の発生状況（品種：キャンベル・アーリー）

注）1 発生程度：甚 発病葉率71％以上、多 同31～70％、中 同11～30％、少 同10％以下
2 調査方法：新梢10本について、基部葉から連続10葉における発病葉数を発病程度別に調査

３ 晩腐病
県南地域における発病果房率及び発病度は平年より高かった。

巡回調査における晩腐病の発生状況（品種：キャンベル・アーリー）

注）1 発生程度：甚 発病果房率51％以上、多 同31～50％、中 同11～30％、少 同10％以下
2 調査方法：100果房における顆粒の発病を発病程度別に調査
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甚 多 中 少 無

本年 6 0 0 16.7 33 .3 50.0  5 0.0 3.6 7 2 .83 

前年 6 0 0 0 0 100 0 0 0 

平年 6 0 0 1.4 7.6 91.0 9.0 0.57 0.18 
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甚 多 中 少 無

本年 6 0 0 0 0 100  0 0 0 

前年 6 0 0 0 0 100 0 0 0 

平年 6 0 0 0 0 100 0 0 0 
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甚 多 中 少 無

本年 5 20.0 0 4 0.0 40 .0 0  100 24.8 0 12 .55 

前年 6 0 33.3 0 50.0 16.7 83.3 19.83 6.96 

平年 6 0 17.6 18.1 37.4 26.9 73.1 13.69 4.89 
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甚 多 中 少 無

本年 5 40.0 0 2 0.0 20 .0 20.0  8 0.0 36.0 0 15 .75 

前年 6 0 0 33.3 50.0 16.7 83.3 9.50 3.92 

平年 6 0 0 6.7 44.6 48.8 51.2 2.56 0.90 
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